
が
優
先
さ
れ
、
真
理
の
追
究
よ
り
も

国
家
に
有
用
な
も
の
が
真
理
と
さ
れ
、

結
果
と
し
て
軍
国
主
義
国
家
に
陥
っ

た
苦
い
歴
史
の
反
省
の
上
に
立
っ
て
い

ま
す
。

　

先
月
、「
滋
賀
九
条
の
会
」
主
催

の
「
滋
賀
・
憲
法
の
つ
ど
い
」
で
前

文
部
科
学
事
務
次
官
の
前ま

え

川か
わ

喜き

平へ
い

氏

の
講
演
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
こ
の
（
日
本
国
憲
法
）
理
想
の
実
現

は
、
根
本
に
お
い
て
教
育
の
力
に
ま

つ
べ
き
も
の
」（
前
文
）
と
あ
り
ま
す

が
、
前
川
氏
は
憲
法
と
教
育
に
つ
い

て
の
話
を
縦
横
無
尽
に
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
今
、
国
会
で
は
加
計
学
園
の

獣
医
学
部
新
設
が
「
首
相
案
件
」
だ
っ

た
の
で
は
と
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が

「
総
理
の
ご
意
向
」
で
あ
っ
た
と
指
摘

し
た
の
が
事
務
次
官
で
あ
っ
た
前
川

氏
で
し
た
。
首
相
秘
書
官
や
財
務
省

の
官
僚
の
「
あ
っ
た
こ
と
を
な
か
っ
た

こ
と
に
す
る
」
発
言
に
国
民
が
辟へ

き

易え
き

す
る
な
か
で
筋
を
通
し
た
前
川
氏
は

大
い
に
光
っ
て
見
え
ま
す
。

　

水
田
の
早
苗
が
す
く
す
く
と
伸
び
、

転
作
田
の
麦
が
黄
金
に
輝
い
て
き
ま

し
た
。
そ
の
上
を
ス
ズ
メ
が
自
由
に

飛
び
交
っ
て
い
ま
す
。
の
ど
か
な
風
景

で
す
。
自
由
で
あ
る
こ
と
、
平
和
で

あ
る
こ
と
、「
理
想
」
の
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

毎
朝
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

朝
ド
ラ
「
半
分
、

青
い
。」
を
楽
し

く
み
て
い
ま
す
。

デ
ィ
ス
コ
、
マ
ハ

ラ
ジ
ャ
、
お
立
ち

台
、
30
年
前
の
華

や
か
な
東
京
。
岐

阜
出
身
の
主
人
公

の
友
人
の
律り

つ

と
北
海
道
出
身
の
友
達

は
「
西
北
大
学
」
1
年
生
、
ふ
る
さ

と
訛な

ま
り
を
封
印
し
女
友
達
と
お
付
き
合

い
、
青
春
を
「
謳お

う

歌か

」
し
て
い
ま
す
。

　

主
人
公
の
楡に

れ

野の

鈴す
ず

愛め

は
、
漫
画
家

の
秋あ

き

風か
ぜ

羽は

織お
り

の
事
務
所
に
弟
子
入
り
。

鈴
愛
は
、
小
さ
い
頃
に
病
気
で
聞
こ

え
な
く
な
っ
た
左
耳
の
こ
と
を
ち
ょ
っ

ぴ
り
気
に
し
な
が
ら
も
明
る
く
て
快

活
で
す
。
事
務
所
に
は
通
称
ボ
ク
テ

と
呼
ば
れ
る
ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
い
ま
す

が
「
ゲ
イ
」（
同
性
愛
者
）
で
す
。
障

が
い
が
あ
る
こ
と
や
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
存
在
が
「
普
通
」
に
描
か
れ

て
い
ま
す
。
ひ
と
り
一
人
に
個
性
が
あ

り
、
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

昭
和
22
年
3
月
に
公
布
さ
れ
た

教
育
基
本
法
の
前
文
に
は
「
個
人
の

尊
厳
を
重
ん
じ
、
真
理
と
平
和
を
希

求
す
る
人
間
の
育
成
を
期
す
る
」
と

あ
り
ま
す
。
戦
前
の
教
育
が
個
人
の

尊
厳
よ
り
も
国
家
に
奉
仕
す
る
こ
と

日野町長　藤澤 直広
−2018年6月−

日
野
町
町
民
大
学
講
座
開
講
中
!!

日
野
町
町
民
大
学
講
座
開
講
中
!!

　
自
ら
の
教
養
を
深
め
視
野
を
広
げ
、
よ
り
一
層
充
実
し
た
心
豊
か
で
生
き
が
い
の
あ

る
生
活
を
送
る
た
め
の
学
習
と
な
る
よ
う
次
の
日
程
で
日
野
町
町
民
大
学
講
座
を
開
講

し
て
い
ま
す
。
各
開
講
日
の
前
日
ま
で
に
申
し
込
み
い
た
だ
け
れ
ば
参
加
可
能
で
す
の

で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
　  

※
第
1
回
は
5
月
23
日
に
終
了
し
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先 

日
野
町
立
中
央
公
民
館（
生
涯
学
習
課
内
）☎
0
7
4
8－

5
2－

6
5
6
6

第
2
回

第
3
回

6
月
13
日（
水
）
　19
時
30
分
〜
21
時

わ
た
む
き
ホ
ー
ル
虹
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

●
演
　題
　ア
ス
リ
ー
ト
の
体
と
心
を
ケ

ア
す
る
理
学
療
法
士
の
役
割

●
講
　師
　
久
田
　
信
壱
　
さ
ん

　
競
馬
共
助
会
栗
東
診
療
所・理
学
療
法
士

　
久
田
さ
ん
は
理
学
療
法
士
と
し
て
、

春
夏
の
甲
子
園
大
会
に
て
高
校
球
児
の

メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
に
参
加
さ
れ
、
そ

の
実
績
か
ら
昨
年
、
清
宮
幸
太
郎
や
安

田
尚
憲
ら
率
い
る
U
18
日
本
代
表
チ
ー

ム
に
帯
同
し
ワ
ー
ル
ド
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
カ

ッ
プ
で
選
手
と
共
に
戦
わ
れ
ま
し
た
。
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
選
手
の
体
調
管
理
の
難
し
さ

や
、
私
た
ち
が
普
段
の
生
活
の
中
で
出

来
る
膝
、
腰
痛
の
簡
単
な
ケ
ア
、
ス
ト

レ
ッ
チ
等
の
お
話
を
お
聞
き
し
ま
す
。

ひ
さ
だ

し
ん
い
ち

7
月
12
日（
木
）
　19
時
30
分
〜
21
時

わ
た
む
き
ホ
ー
ル
虹
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

●
演
　題
　認
知
症
は
怖
く
な
い

　
〜
予
防
と
治
療
、
地
域
の
関
わ
り
〜

●
講
　師
　
小
河
　
秀
郎
　
さ
ん

　
公
立
甲
賀
病
院
神
経
内
科
部
長

　
滋
賀
県
の
男
性
の
平
均
寿
命
は
81・

78
歳
で
全
国
1
位
、
女
性
は
87・
57
歳

で
全
国
4
位
で
す
。
2
0
2
5
年
、
団

塊
世
代
の
方
が
75
歳
を
迎
え
ま
す
。
超

高
齢
化
社
会
の
中
で
、
認
知
症
を
発
症

す
る
方
も
多
く
そ
の
ケ
ア
の
あ
り
方
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
小
河
先
生
か

ら
は
日
頃
の
現
場
の
治
療
か
ら
、
認
知

症
の
実
態
、
原
因
と
予
防
、
治
療
に
つ

い
て
、
地
域
の
対
応
な
ど
幅
広
く
お
話

い
た
だ
き
ま
す
。

講
座
受
講
料
は
1
講
座
1,
0
0
0
円
で
す
。（
3
回
以
上
受
講
さ
れ
る
場
合
は
3,
0
0
0

円
が
上
限
と
な
り
ま
す
）

こ
が
わ

し
ゅ
う
ろ
う

み
や
こ
う
た
ろ
う

き
よ

や
す

だ
ひ
さ
の
り
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温
故
知
新

日
野
歴
史
探
訪
　
は
じ
ま
り
ま
す

　私
た
ち
の
住
む
日
野
町
に
は
、
52
の
大
字
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
が
豊
か
な
自
然
と
歴
史
文
化
で
い
ろ
ど
ら

れ
て
い
ま
す
。

　温
故
知
新
で
は
、
町
内
各
大
字
の
歴
史
と
代
表
的
な
文

化
財
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

歴
史
は
未
来
の
羅
針
盤

近江日野商人ふるさと館「旧山中正吉邸」 ☎0748-52-0008 / 近江日野商人館 ☎0748-52-0007

大
字
村
井

　

大
字
村
井
は
日
野
地
区
の
最
も
東
に

位
置
し
、
地
名
の
由
来
は
多
く
の
住
民

が
「
群む

れ
居い

た
」
土
地
で
あ
っ
た
た
め

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
（『
近
江
日
野
町

志
』）。

　

古
代
か
ら
中
世
初
期
の
頃
は
、
日
野

谷
一
帯
に
広
が
っ
て
い
た
日ひ

野の
の

牧ま
き

の
一

部
で
し
た
。
16
世
紀
の
中
頃
、
蒲
生
氏

が
中な

か

野の

城じ
ょ
う

下か

の
町
人
地
と
し
て
村
井
・

大
窪
・
松
尾
地
先
に
「
日
野
町
」
を
形

成
し
、
多
く
の
商
職
人
が
居
住
す
る
都

市
と
し
て
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
は
日
野
村
井
町
と
な

り
、
日
野
椀
・
合ご

う

薬や
く

な
ど
の
地
場
産
業

が
栄
え
、
多
く
の
日
野
商
人
を
輩
出
し

ま
し
た
。

　

村
井
に
は
、
日
野
祭
の
行
わ
れ
る
馬う

ま

見み

岡お
か

綿わ
た

向む
き

神じ
ん

社じ
ゃ

や
、
蒲
生
氏
の
菩ぼ

提だ
い

寺じ

で
高た

か

田だ

敬け
い

輔ほ

の
雲う

ん

龍り
ゅ
う

図ず

で
も
知
ら
れ
る

信
楽
院
を
は
じ
め
と
す
る
社じ

寺し
ゃ

仏ぶ
っ

閣か
く

や
、
日
野
曳
山
（
本
町
・
新
町
）
や
桟

敷
窓
の
町
並
み
な
ど
、
豊
富
な
文
化
財

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
字
村
井
文
書

　

大
字
村
井
に
伝
わ
る
文
化
財
の
中
で

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、「
大
字
村

井
文
書
」
で
す
。
江
戸
～
昭
和
戦
前
期

の
古
文
書
・
約
2
5
0
0
点
が
残
さ
れ

て
お
り
、
地
域
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が

出
来
る
貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
、
江
戸
中
後
期
の
「
御ご

用よ
う

留ど
め

」
の
存
在
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
御
用

留
と
は
、
領
主
か
ら
伝
達
さ
れ
た
触ふ

れ

書が
き

や
、
住
民
が
領
主
に
差
し
出
し
た
嘆
願

書
な
ど
を
書
き
と
め
た
も
の
で
す
。
江

戸
時
代
の
年
貢
や
戸
籍
に
関
す
る
行
政

事
務
は
、
村
の
庄

し
ょ
う

屋や

に
任
さ
れ
て
い
ま

し
た
の
で
、
記
録
作
成
は
庄
屋
の
大
切

な
任
務
だ
っ
た
の
で
す
。

　

幕
末
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て
村
井

の
庄
屋
・
戸こ

長ち
ょ
うを
つ
と
め
た
辻つ

じ

六ろ
く

右え
衛

門も
ん（
辻つ

じ

六ろ
く

四よ

文も
ん

・
十

じ
ゅ
う

字じ

墨ぼ
っ

渓け
い

）
は
、「
過

去
を
振
り
返
り
、
将
来
を
示
す
こ
と
が

庄
屋
の
職
務
」
で
あ
る
と
唱
え
、
御
用

留
の
整
備
に
並
々
な
ら
ぬ
執
念
を
燃
や

し
ま
し
た
。
彼
は
、
ぼ
う
大
な
古
文
書

の
中
か
ら
必
要
な
情
報
を
選
び
出
し
、

年
代
や
テ
ー
マ
別
に
分
類
、
約
80
冊
の

簿ぼ

冊さ
つ

に
ま
と
め
、
地
域
の
運
営
に
役
立

て
ま
し
た
。

蒲が

生も
う

郡ぐ
ん

絵え

図ず

と
辻
六
右
衛
門

　

大
字
村
井
文
書
の
な
か
に
、
明
治
2

（
1
8
6
9
）
年
に
作
成
さ
れ
た
「
蒲
生

郡
全
絵
図
」
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
廃

藩
置
県
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
明
治
新

政
府
が
各
府
県
に
提
出
を
求
め
た
「
明

治
国
絵
図
」
の
元
と
な
っ
た
貴
重
な
郡

絵
図
で
す
。

　

絵
図
に
は
、
蒲
生
郡
内
の
山さ

ん

野の

湖こ

沼し
ょ
う・
道
路
・
名
所
旧
跡
・
町
村
名
な
ど
、

豊
富
な
地
理
情
報
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
絵
図
の
作
図
を
担
当
し

た
の
が
、
何
を
隠
そ
う
村
井
の
庄
屋
・

辻
六
右
衛
門
で
し
た
。
六
右
衛
門
は
、

庄
屋
就
任
前
に
私
塾
の
師
範
と
し
て
数

学
を
教
授
し
、
ま
た
絵
画
も
嗜た

し
な
ん
で
い

ま
し
た
の
で
、
絵
図
の
製
作
者
と
し
て

打
っ
て
付
け
の
人
物
で
し
た
。

　

江
戸
か
ら
維
新
期
の
日
本
の
行
政
を

下
支
え
し
た
の
は
、
辻
六
右
衛
門
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
な
、
地
域
の
村
役
人
や

文
化
人
だ
っ
た
の
で
す
。

近江国蒲生郡全絵図（大字村井文書）
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